
様式６ 

会 議 録 

会議の名称 桶川市立桶川西中学校 第５回学校運営協議会 

開催日時 令和５年３月８日（水） 

（開会）１３：３０     （閉会）１５：５５ 

開催場所 桶川西中学校 図書室 

出席者氏名（委員） 礒田輝昭，青木友子，遠藤絵美，水村芳博，原忠夫 

百瀬勉，竹花功，今井唯太 

欠席者氏名（委員） 佐々木和明，岸敏雄，石森一輝 

傍聴者  ０ 名 

議題 （１）令和４年度学校運営の基本方針の承認 

（２）意見交換 

 

協 

 

議 

 

等 

 

要 

 

旨 

協議結果 意見の概要 

○校長挨拶 

・大きな事件事故はなく、一年間を終えそうであ

る。 

・３月３日に公立高等学校への受検結果発表があ

り合格率 96.77％ １７３全員の進路が決定した。 

・地域の方からの電話連絡で、生徒の挨拶の態度

の良さを伝えられた。市長・教育長代理によるあ

いさつ運動があり「目を見て挨拶ができる生徒が

多い」という意見をいただけた。 

・３月１５日の卒業式に向けて準備をしている。

平成３０年度以前の形式に合わせて、出席者を準

備している。 

・今回は、学校評価の承認と、来年度の学校経営方

針についての協議承認となる。 

 

教頭より 

第２回の議事録差替えの連絡。 

 

○協議 

・学校評価結果報告について 

教頭：P.7～、学校運営協議会における評価の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・百瀬氏 

評価項目は規定に定められた内容か、学

校ごとに定めている内容か。 

  →教頭：領域は定められている内容

で、細かい内容は学校ごとで設定して

いる。 



・令和５年度学校経営方針について 

校長：P.10～、開校以来４８年経つが、清掃活動が

意欲的におこなわれている。きれいな環境で教育

活動が展開できるよう考えている。 

目指す教師像について。 

学校経営方針の基本理念や経営方針について。 

施設の老朽化にともなって生徒へのけがとなる可

能性もある。【安全点検】を毎月おこない、職員に

よる修繕や市教委による修繕が行われている。 

校内での不審者問題が発生した場合の想定につい

て、事件性のある不審者に対して教職員の対応を

第一とせずに、【警備員】の常設も必要と考えられ

る。このことは教育委員会へも伝えた。 

⑤地域との交流を増やしていきたい。 

⑧ICTの活用は今後の教育活動には不可欠である。 

⑨命の大切さや、いじめを許さないことは日常か

らも指導し、道徳の授業でも指導している。 

⑪不登校は今後も課題なので、学校全体で継続的

に対応していく。 

⑬部活動では個々の目標の大切さを伝えている。 

⑮問題が発生した際には速やかに対応していく。 

⑳部活動指導の対応が変更していく。教員の負担

を減らしていく必要がある。現時点では教員は幅

広い職務を要求されている。改めて、勉強を教え

る・生き方を教えることを主とすることを考え、

経営方針としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木氏より 

⑤について OWSUP！の活動でも行えて

いる。感染症対策が変化していけば、PTA

バザーのような活動が再開していって

ほしいという思いがある。 

 

 

原氏より 

⑮について 県内中学校で障害事件が

あったが、桶川西中学校の防犯カメラは

どのような設置状況か。 

 →教頭：６台のカメラがあり、職員室

で見えるようになっており、録

画もされている。 

 

水村氏より 

防犯カメラを市教委でも視聴できる自

治体もあるようである。防犯カメラだけ

では万全ではないであろうが、改善をし

ていってほしい。 

→校長：学校からの要望だけでなく、地

域からの意見により改善されていくも

のもある。今後も、協議会からの意見を

大事にしていきたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百瀬氏より 

桶川市での学校予算や教育予算は上昇

しているのか。 

→校長：増減は少ない。 

 

百瀬氏より 

勤務時間は令和３年度、２年度と比べ減

ってきているか。 

→校長：県から示されている時間外勤務

時間は『月４５時間まで』が目安になっ

ている。部活動指導などを考慮すると中

学校では達成は難しいが、６０時間以内

を目標に考え、改善はみられている。 

『勤務時間』の改善は必要だが『教諭』

に対して専門外の業務が多くある。例と

して『会計処理』や、県内の事件を受け

ての学校内の『警備』などがある。さい

たま市では『警備員』が配置されている

例もある。 

 

百瀬氏より 

学校教育目標に、『志を持ち』というこ

とがあるが、経営方針などではどの項目

にあたるか。 

→校長：目標の大切さを指導している。

目標を立てさせ、目標を表現させ、掲示

物にしていくことで、目標の実現を具体

的に考えさせている。 

 

さいたま市での『警備員』の配置につい

て詳しくうかがいたい。 

→校長：この数年ではなく、１０年以上

前ではないかと思われる。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

○その他 

・令和５年度学校運営協議会について 

教頭より：学識経験者の方を検討している。協議

会の人数上限があるので、OWSUP！からの人数を学

識経験者へと、変更していきたい。 

・第４８回卒業証書授与式への来賓としての参加 

来賓受付が８：４０である。 

 

 

 

 

 

百瀬氏 

桶川中学校では『さすまた講習』が実施

されたようであるが、桶川西中学校では

検討しているか。 

→校長：来年度検討していく。 

 

 

 

 

水村氏より 

川田谷区長会の役員が入れ替わる予定

である。区長会の会長と副会長で学区の

【川田谷小学校】と【桶川西中学校】の

学校運営協議会委員を分担する案も検

討している。分担を検討してから、中学

校へ連絡を入れるようにしたい。 

 

原氏より 

北部区長の長島氏が後任予定である。 

 

配付資料 （１）次第 

（２）第４回会議録 

（３）令和４年度 学校評価結果報告書 

（４）令和５年度 学校経営方針 

（５）学校運営協議会の「手引き」 

 


